
農業データ活用

2019年度文部科学省「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」
（Society5.0等対応カリキュラムの開発・実証）

「農業分野のスマートワークを推進・実現する人材育成プログラム開発事業」
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11..11  「「ススママーートト農農業業」」がが農農業業をを魅魅力力ああるる職職業業へへ  
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11..22 農農業業生生産産組組織織のの大大規規模模化化  

  



3

3 

 

11..33 農農業業法法人人のの実実態態  
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22..11  ススママーートト農農業業」」のの現現在在位位置置  
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22..22  各各種種セセンンササーーをを活活用用ししたた遠遠隔隔統統合合施施設設制制御御（（次次世世代代施施設設園園芸芸、、植植物物工工場場）） 
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22..33  ＧＧＰＰＳＳをを活活用用ししたた農農業業機機械械のの精精密密制制御御  
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33..11  ススママーートトフフォォンン、、タタブブレレッットトをを活活用用ししたた作作業業・・生生育育管管理理  
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33..22  ＰＰＯＯＳＳとと栽栽培培・・在在庫庫情情報報連連携携にによよるる販販売売管管理理  
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44..11  農農業業デデーータタ活活用用にによよるる各各種種シシミミュュレレーーシショョンン  

 

44..22  作作業業時時間間かからら人人件件費費のの把把握握  
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44..33  ココスストトのの明明確確化化にによよりり、、収収入入増増  
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44..33  ココスストトのの明明確確化化にによよりり、、収収入入増増  
コストシミュレーション
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44..33  ココスストトのの明明確確化化にによよりり、、収収入入増増  
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55..11  作作付付シシミミュュレレーーシショョンン  
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55..22  フフーードドババリリュューーチチェェーーンン  
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匠匠（（たたくくみみ））のの知知識識のの形形式式知知化化にに向向けけてて
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6.2 情報武装によるリスクヘッジ・ステークホルダー間でのリスクテイク 

事業承継に向けて
自組織ならではの生産手法確立が先決

日本標準モデル
県標準モデル

農業法人モデル
農協モデル((集落営農含))

広いエリアのデータを混在した
標準モデルは、結局どこにも
当てはまらないケースになる
リスクがある。

クオリティコントロールによる
地域または企業ブランドの
確立につながる。

知的財産化し、農業生産者の
新たな収入源となる。

ビッグデータの利活用
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77..11  匠匠のの技技術術((ノノウウハハウウ、、ナナレレッッジジ、、ここだだわわりり))継継承承  
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88..11  次次世世代代農農業業をを担担うう人人材材育育成成  
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（単位：校、人、％）

42

1,767

55.6

うち自営就農 17.4

うち雇用就農 26.5

就農率

道府県農業大学校

学校数

卒業生数

道府県農業大学校数等
（平成25（2013）年度）

資料：農林水産省調べ
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88..22  「「かかっっここよよくく・・感感動動ががあありり・・稼稼げげるる」」新新３３ＫＫ農農業業のの実実現現  

88..33  生生産産者者ののキキャャリリアア形形成成 
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99..11  「「ススママーートトフファァーーママーー」」のの育育成成  

株式会社マイファーム
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99..22  アアググリリデデーータタササイイエエンンテティィスストトのの育育成成  
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99..33「「ススママーートトアアググリリエエババンンジジェェリリスストト」」のの育育成成  
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1100..11  ドドロローーンンをを活活用用ししたた画画像像解解析析  
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1100..22  画画像像解解析析技技術術のの進進歩歩とと病病害害虫虫対対策策  
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1100..33  非非破破壊壊セセンンシシンンググ、、ククオオリリテティィのの担担保保  
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1111..11  選選果果デデーータタとと生生産産管管理理デデーータタのの融融合合  

1111..22  「「知知的的財財産産」」がが生生産産者者のの新新たたなな収収益益源源にに  
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1111..33  ススママーートト生生産産物物  
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1122..11  ブブラランンドド、、フフラランンチチャャイイズズ化化  
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ノウハウやナレッジ、こだわり
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1133..11  金金融融、、保保険険業業ででののＩＩＣＣＴＴ活活用用((アアググリリテテッックク××フフィィンンテテッックク))  
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1133..22  農農業業機機械械メメーーカカーーでではは  
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1133..33  農農地地ババンンクク（（農農地地中中間間管管理理機機構構））でではは  
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1133..44  種種苗苗メメーーカカーー  
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1144..11  次次世世代代食食・・農農情情報報流流通通基基盤盤のの想想定定機機能能  
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1144..22  生生産産者者とと消消費費者者ののニニーーズズををママッッチチンンググ  



63

63 

 

品種
AA

品
種CC

品
種EE

消費

XXさんは今日はトマトパスタ
を作ることにした。が、
店先では最適な品種を
確認することは出来ず、
トマトとして選ぶことになる。

生産

品種DD

品種BB

品種DD

品種
ZZ

流通

品種
AA

トマト全体
生産者は品種に基づいて

生産しているが

品種
AA

品種BB

流通段階では品種を表す
情報コードがなくトマトという
野菜名で扱われる。

トマト

パスタに適
した品種

品種 品
種

品
種

消費

さんは今日はトマトパスタ
を作ることにした。が、
店先では最適な品種を
確認することは出来ず、
トマトとして選ぶことになる。

生産

品種

品種

品種
品種

流通

品種

トマト全体
生産者は品種に基づいて

生産しているが

品種

品種

流通段階では品種を表す
情報コードがなくトマトという

野菜名で扱われる。

トマト
パスタに適
した品種



64

64 

 

14.3 「食品・農業関連のオープンデータ＆ビッグデータ」 

14.4 知られざる野菜の流通上での規格、食品ロス(フードロス) 
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1155..11  次次世世代代ババイイヤヤーー((ププリリンンシシパパルルババイイヤヤーー))のの必必要要性性  

生生産産者者

・・ 事事業業継継承承((定定質質))
・・ 安安定定供供給給((定定時時、、 定定量量))
・・ 規規模模拡拡大大
・・ 収収量量増増加加
・・ 収収益益増増加加
((付付加加価価値値増増))

・・ ママーーケケッッ トト 情情報報
・・ 投投資資判判断断

流流通通・・ 外外食食

・・ 安安心心・・ 安安全全
((作作業業のの透透明明性性))
・・ 安安定定供供給給((定定時時、、 定定量量))
・・ 高高品品質質((定定質質))
・・ 低低価価格格((定定価価））
・・ 高高付付加加価価値値
((ググロローーババルルギギャャッッ ププ))

消消費費者者

・・ 安安心心・・ 安安全全
・・ 低低価価格格((定定価価))
・・ 品品質質((定定質質))
・・ 農農家家ののここだだわわりり

ババイイヤヤーー
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1155..22  ロローーカカルルロロジジスステティィククススのの実実現現  
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1155..33  健健康康やや防防災災ななどどそそのの他他分分野野ととののデデーータタ連連携携（（医医福福食食農農連連携携））  
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1155..44  ババイイオオテテククノノロロジジーーととのの融融合合  
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1155..55  再再生生可可能能エエネネルルギギーーととススママーートト農農業業  
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1155..66  ススママーートトアアググリリタタウウンンににつついいてて  
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主な用語（アイウエオ順） 
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「農業分野のスマートワークを推進・実現する人材育成プログラム開発事業」
　　　　　　　　　　
　
    　　　　　　　　　　　　　
         　　　　　　　　　　　　発行日■ 2020 年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　作　成■学校法人有坂中央学園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　専門学校中央農業大学校






